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心を育む【縦割り班活動】 

 大型連休が終わり、学校では【縦割り班活動】が本格的にスタートしました。【縦割り班活動】とは、

1 年生から 6 年生までの異学年でつくられた６人が一班となって、１年間様々な活動に取り組んでいく

ものです。 

本校は全校児童３０人です。その３０人全員が関わりの中で、思いやりや信頼感や協調性を育んでいき

ます。少人数である我が校の特性を生かした、重要な学びの場だと考えています。 

日常的には、「縦割り班清掃」。配当された場所をメンバーで相談し、役割分担して取り組みます。休み

時間に縦割り班で何をするのかを決めて遊ぶ日もあります。この他、スポーツフェスティバルでは、子ど

もたちのアイデアをもとに、縦割り班での競争を楽しみます。また、秋の収穫祭に向けた栽培作業や６年

生を送る会のイベントもこの縦割り班で行います。 

この活動を通して全校生が心を通わせ、温かな一体感のある学校に高めていきたいと思います。 

 

価値付け（目的意識）の大切さ 

 ８日（月）スポーツフェスティバルに向け、鼓笛の顔合わせ会が行われました。はじめに、担当教師か

ら、「どんな鼓笛隊を目指すのか」「鼓笛隊で大切なことは何なのか」を子どもたちに問いかけ、考えさ

せました。子どもたちは真剣に考え、それぞれに思いついたことを発表していきます。意見が出尽くした

ところを見計らって、担当教師から【伝統】【責任】【団結】とい

うキーワードを示し、子どもたちに活動の価値付けを行っていきま

した。「なぜ取り組むのか」が分かっているかどうかで、子どもた

ちの取り組む姿勢は全く変わってきます。分かりやすく伝えよう

と、掲示資料まで準備された素晴らしい指導でした。 

教師の巧みな指導と、話に真剣に耳を傾ける子どもたちの姿に、

嬉しくなった瞬間でした。 
 



奉仕活動、お世話になりました 

 ５月１４日（日）、保護者のみなさまにご協力頂き、プールがきれい

になりました。第 1 回の授業参観の後に行われた PTA 全体会でも

お話申し上げたように、子どもたち

の健やかな成長のためには、保護者

のみなさまのご理解・ご協力が不可

欠です。今回は、早朝よりプール清

掃に取り組んでいただき、本当にあ

りがとうございました。皆様のおかげで、安全に教育活動をすすめることが

できます。お力添えに、心から感謝申し上げます。 

↑ 【お休みの日に、P会長が巨大タンクを準備してくれました！】 

より良い新殿小学校教育を目指して 

 ５月９日（火）第 1 回学校運営協議会が行われました。今年度は、市から委嘱された 13 名の方から、本校

の学校教育がさらに充実するよう、様々なご意見を頂いていきます。 

9 日は、三校時目授業参観をしていただいたあと、校長より今年度の学校経営・運営ビジョンとして、【感

謝】をキーワードに、「子ども」「教職員」「保護者」「地域」がつながる学校

づくりを目指していきたい等、説明をいたしました。委員の皆様から

は、「1 年生の複式学習の在り方について」「少人数教育のよさ」「交流活動

を増やすことの必要性」「あいさつ や ごめんなさい が言える子どもた

ちに」等、様々なご助言をいただきました。また、授業の感想として「子

どもに考えさせる授業が素晴らしい」「先生方の声がはっきりしていて

とてもよい」「ゲーム性を取り入れた授業が子どもの意欲を引き出して

いる」など、教職員の励みになるようなお言葉もいただきました。 

 委員の皆様には、お昼を過ぎる時間まで協議にご協力頂きました。感謝申し上げます。 

 

子どもたちの学びを守るために 

 9 日（火）教育支援センター所長様含め、２名の方が学校を訪れ、子どもたちの

様子や困り感などについて聞かれていきました。様々な悩みや困り感をかかえ

た子に対し、何か手助けできることはないかと考え、各校を巡回してくださって

いるそうです。 

また、この日は、教育長をはじめ、教育委員会の方々も学校を訪問してくださ

いました。今年度がスタートして一ヶ月余り。「学校の様子や子どもたちの表情

をしっかり見て、教育行政にいかしたい。」と、以前から教育長は話していまし

た。 

子どもたちのために、様々な方が陰日向となり力を貸してくださってること、ありがたいです。 

 

 

 

 


